
明
治
２
二
村

明 治 20年 代 の町 以 の村 々

日勝村役場

口
麻
・係
辞
。大
お

明
治
２２
年
の
「市
制
・町
村
制
」
の

交
付
に
よ
り
、
明
治
の
大
合
併
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在

の
日
勝
地
区
、
篠
津
地
区
、
大
山
地

区
が
上
図
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
村
と
な
り
ま
し
た
。

篠
津
村
と
大
山
村
は
明
治
２３
年
、

日
勝
村
は
同
２９
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
大
山
村
は
、
現
在
の
下

大
崎
≧
処
井
新
田
・柴
山
の
ほ
か
に

上
大
崎
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
２９
年
の
合
併
で
、
上
大
崎
は
分
村

の
上
菖
浦
町
に
合
併
し
ま
し
た
。

日
勝
村
は
、大
正
時
代
に
経
済
が

困
窮
し
た
村
の
財
政
を
立
て
直
す
た

め
、各
地
の
農
村
が
実
施
し
た
経
済

自
立
更
生
運
動
の
模
範
村
と
し
て

著
し
い
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
れ

が
評
価
さ
れ
、埼
玉
県
の
優
良
村
と

な
り
ま
し
た
。
写
真
右
は
、
昭
和
９

年
に
農
林
省
経
済
更
正
部
長
が
視

察
に
訪
れ
た
と
き
の
青
義
小
学
校

講
堂
の
よ
う
す
で
す
。

農林省経済更生部長の視察

大山J 学ヽ校
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第T章  白 岡町誕生へ 江 戸時代～合併まで

昭
和
２８
年
の
「町
村
合
併
促
進
と

の
制
定
に
よ
り
、
全
国
の
自
治
体
で

は
町
村
合
併
の
気
運
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

埼
玉
県
で
は
町
村
合
併
審
議
会

を
結
成
し
、
「
町
村
合
併
試
柔
」
を

作
り
ま
し
た
。
こ
の
試
案
を
受
け
て

日
勝
村
・篠
津
村
・大
山
村
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
合
併
促
進
器
謡
杢
ムを
設
け
、

慎
重
な
検
討
を
重
ね
ま
し
た
ず
」れ

に
よ
つ
て
下
図
の
よ
う
な
、今
日
の
自

岡
町
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

白
岡
町
合
併
の
特
徴
は
、県
内
最

初
の
分
離
合
併
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
大
山
村
の
一部
が
菖
浦

町
に
合
併
さ
れ
た
の
で
す
。
ま
た
、
〓
一

村
合
併
は
、村
部
同
士
の
合
併
に
よ

る
初
め
て
の
町
制
で
し
た
。

昭
和
の
大
谷
併

白
岡
町
の
誕
生現在の町域のようす

久喜市飛地

大盟

山誓
本甘吊

赫

暑言言骨骨

篠顕

澤警
村吊

自 寺 高 野 篠

岡 塚 岩 牛 津

本す 本寸 本寸 本寸 本寸

岡
　
泉
　
村

実

ヶ

谷

村

千

駄

野

村

小

久

喜

村

上

野

田

村

下

野

田

村

爪
田
ヶ
谷
村

太
田
新
井
村

彦

兵

衛

村

Merging twice

Ⅵ′hen the Ⅲorganization into cities,towvns,and vilagesⅢ system was eniorced in 1889,large mergers were carried
out,vvhich caused the current Hikachi,Shinozu and Ooyama areas to become independeni v‖lages
Underthe Sma‖ er R71unicipalities Consolidation Promoiion Law established in 1 953,the冊ood for merging oitowns
and villages increased in response to the Draft Pian for怖4erging of Towvns and V‖lages,prepared by the Saitama
Prefectural government,merger prOmotion meetings vvere held in Hikachi Vi‖age,Shinozu Vi‖age and Ooyamaヽ /il―
lage As a resuit of careful discussion,the current Shiraoka Town was born in 1954
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「
爵

町

！
≡
，
，

一

町 章

|「町1章決
1定
までの経過」

白
岡
町
の
町
章
は
、
町
が
誕
生
し
た
昭
和
２９
年
の
翌
年
、
昭
和
３０
年
４
月
の

町
議
会
で
承
認
さ
れ
、決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
経
過
は
、次
の
と
お
り
で
し
た
。

昭
和
３０
年
３
月
３
日
、
当
時
の
渡
邊
一郎
町
長
が
、

町
の
発
展
の
標
徴
と
し
て
、
他
に
恥
じ
な
い
町
章
の

制
定
を
希
望
し
、
広
く
町
民
に
公
募
し
ま
し
た
。

３
月
１５
日
に
は
、
そ
れ
ま
で
か
な
り
の
応
募
が
あ

つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
再
度
、
図
案
募
集
を
行
う
な

ど
、
か
な
り
の
熱
の
入
れ
よ
う
で
し
た
。

そ
の
時
の
応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

・
図
案
は
簡
単
明
瞭
で
、
か
つ
品
位
に
富
ん
だ
も
の

。
大
き
さ
は
一方
５
ｃｍ
の
範
囲
内
で
着
色
不
要

・
投
稿
は
一人
一点
限
り

町
章
の
審
査
は
、
町
議
会
代
表
者
、教
育
委
員
長
、

小
学
校
。中
学
校
の
校
長
、
農
協
組
合
長
、
商
工
会

長
、
学
識
経
験
者
、
そ
の
他
役
場
関
係
者
な
ど
合
計

３２
名
を
町
長
が
委
嘱
す
る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

途
中
、
あ
る
か
た
は
、
町
章
を
応
募
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
審
査
員
に
任
命
さ
れ
た
た
め

に
町
章
の
却
下
願
を
出
す
な
ど
と
で
つ
ハ
プ
ャラ
グ

も
あ
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
応
募
総
数
４
０
３
点
と
い
つ
多
数

に
わ
た
り
ま
し
た
が
、
昭
和
３０
年
４
月
１‐
日
の
審

査
委
員
会
に
て
長
時
間
に
及
ぶ
巌
正
な
る
審
査
の

結
果
、
満
場
一致
で
入
選
者
が
１
名
、
佳
作
が
５
名
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、賞
金
は
当
時
の
お
金
で
、
入
選
は
５
０
０
０

円
、
佳
作
は
１
人
５
０
０
円
と
で
つ
こ
と
で
し
た
。

・
入
選
　
　
関
根
　
泰
助
　
氏

・
佳
作
　
　
浜
回
　
恒
子
　
氏

長
島
　
く
め
　
氏

小
川
　
コ
ト
　
氏

山
岸
　
昭

一　
氏

鈴
木
　
悟
　
　
氏

そ
の
時
の
最
優
秀
作
で
あ
っ
た
関
根
氏
作
成
の

町
章
が
、今
日
の
町
章
な
の
で
す
。
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